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	貧困と開発援助の現状はどうなっているかつかむ
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① 経済格差と貧困の現状
●先進国と低所得国との間には大きな（　　　　　　）があり、それは広がってきている。多くの国が貧困から抜け出しつつある（　　　　　　　）とは対照的に、最も貧しい国々には（　　　　　　　　）や（　　　　　　）の国が含まれている。
●世界全体で（　　　　　　）人以上の人々が、１日あたり（　　　　　）ドル未満で生活する極端な貧困状態におかれており、十分な保健・医療サービスや教育を受けることが困難な状況にある。また十分な栄養のある食事をとることが難しいため、（　　　　　　　）の流行による被害を受けやすい。
② 国際社会の取り組み
●貧困削減のためにさまざまな取り組みが、先進国や、（　　　　　　　　）・（　　　　　　　　）などの国際機関によって行われてきた。最も一般的な取り組みは、先進国が（　　　　　　）や先進的（　　　　　　）を発展途上国に提供することによって、平和維持や人道支援、インフラの整備などを行う（　　　　　　　　　　）である。
●近年では、発展途上国の商品を（　　　　　　）な価格で交易することで、現地の産業の発展や労働者の受け取る賃金の上昇を促し、格差を是正しようとする（　　　　　　　　　　　）の取り組みも行われている。

	これからの開発援助のあり方を考えよう考える
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[image: ]	〈貧困の多面性〉金銭面だけでなく、衛生、健康、教育、雇用、居住環境などの多面的な側面をもつ貧困をなくしていくには、どのような取り組みを行うべきだろうか。



[image: ]	〈自助努力と開発援助〉開発援助を必要最小限に絞ることで発展途上国の自助努力を促すか、必要とされている最大限の開発援助を行うか、そのバランスはどのように考えればよいだろうか。



	〈人間の安全保障〉貧困削減のための国際支援を個人の生活の改善へと確実につなげるにはどうすればよいだろうか。
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[image: ]	〈持続可能性〉短期的な経済発展のみを求めるのではなく、発展途上国の経済的自立を促し、持続可能な発展を実現するためには、どのように開発援助を進めていく必要があるだろうか。



◆ 視点A～Dを踏まえて、あなたの最終的な考えをまとめてみよう。



	身近な生活でできることを考えようまとめる
参加する
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◆ 探究学習を振り返って、感じたことや考えたこと、もっと探究したいこと、課題を解決するために自分にできることなどをまとめてみよう。
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